




























様式 13 

平成 28年度釜利谷地区センター自己評価表 

目標設

定の 

視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービ

ス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

  ・地区センターと近隣団体が連携した事業を実

施します。（ex.地場野菜の活用、老健施設作

品展示など） 

・近隣の農園と協働し「きのこ狩り」事業を開催し、参加者に

地産地消を体験してもらいました。 

・関東学院釜利谷キャンパスの学生によるローカルテレビ局の

番組製作において協働しました。 

・釜利谷小学校の 5年生の「総合学習の時間」に地区センター

をテーマにしてもらい、全面的に協力しました。 

・釜利谷中学校の生徒に「職業体験授業」の場として協力しま

した。 

・暮れに餅つき大会を開催し、地域の伝統芸能保存会、バトン

チームに出演をしてもらいました。 

・地域性のメリットを活かし、地域団体と協力し、地産地

消などの事業を年間通じて取り入れます。 

 

・地域の学校との「協働事業」をより多く取り入れます。 

例:職業体験や管内の体験、管内ボランティアなどの事

業を実施します。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

ウ 公の施設としての管理 

・部屋の利用方法を明確化し、公平性を確保しま

す。 

・年間の管理計画に基づく日常管理を徹底しま

す。 

・予約方法、注意事項等を受付に明示し、予約手続きにあたっ

ての公平性を担保しています。 

・体育室の利用をより幅広くできるようにしました（武道との

併用）。 

・横浜市の「公共建築物簡易点検」のガイドラインに従って点

検を実施し、施設を常にベストの状態に保ちました。 

・業者委託による専門分野の管理のみならず、日常点検による

小破修繕は極力施設で直接実施し、即応と経費節減につなげ

ました。  

・インターネット予約へ移行する動きに対し、対面方式を

希望するお客さまとの整合をどうするか準備します。 

 

 

・常に安全・安心な施設利用を目指し、一層日常点検を励

行します。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

  ・「利用者アンケート」「文化祭反省会」「日

常業務」「お客さまのご意見」を把握し、要

望に応えます。 

・「お客さまからのご意見コーナー」を設置し、当月受けたご

意見については、館の考え方、対応を取りまとめ翌月に公示

するようにしました。 

・お客さまからのご意見を受け身の姿勢ではなく、窓口対

応等でより積極的にお客さまのご意見要望を伺います。 

 

 

Ａ 
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オ 利用者サービス向上の取組 

  ・「接遇研修」「ヒヤリハット事例検討会」を、

年２回全体ミーティングで実施し、スタッフ

の接客技能を向上させます。 

 ・ホームページを全面改訂します。 

・全体ミーティングでお客さま対応にあたっての課題事例検討

を行いました。 

・「ライバルはマック」を合言葉に民間サービス業の最高レベ

ルの接遇を目指しました。 

・ホームページの改訂に伴い、自主事業についてはネット申込

みが可能となり、各事業の一覧カレンダーとその詳しい内容

が閲覧可能となりました。 

・ホームページにブログを開設し、館の旬な話題を提供し続け、

同じ内容を“紙ツイッター”として館内に掲示しました。 

・ファーストフード店、デパートなどの接客技術等を参考

に取り入れます。 

 

 

 

 

・ネット、紙ベースに係わらず、今後も常に、旬な館情報

を発信します 

 

【数値目標】 

利用者満足度をＨ１９横浜市調査結果７５.６％

から５ポイントアップ 

・満足度調査で８９％の高い支持率を得ました。 

・お客さまからのご意見で「雰囲気が良く、楽しく利用させて

いただいている。」という管理者として最高のお褒めと思わ

れるご意見をいただきました。 

・引き続き明るい笑顔と、丁寧な言葉づかいで一層のお客

様サービスの向上に努めます。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務運

営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制  

・安全、安心、快適なご利用レベルを安定的に維持

します。 

・書面による業務引き継ぎにより、運営状況の共有

化を徹底します。 

・スタッフの採用に当たっては、近隣の在住者で笑顔が素敵で

明るく、誠実かつ迅速な対応ができ、お客さまの期待に沿え

るような人材を確保することが出来ました。 

・勤務の交代時には、書面による引継ぎを漏れなく行うなど、

運営状況の共有化について徹底を図っています。 

・新規採用者に対しては、ＯＪＴを中心に速やかな業務レ

ベルの向上に努めます。 

・スタッフの入れ替わり時に、書面による引継ぎ、新たな

話題は、会話を通じて運営状況の共有化を進めます。 

 

 

Ａ 

ウ 緊急時の体制と対応計画 

・緊急時の体制と対応を各室に掲示し、スタッフ全

員で共有します。 

・避難路を拡大して掲示します。 

・休館日に避難誘導訓練を実施し、緊急時の避難路等について

全員で確認しました。 

 

・避難路案内図を追加しました。 

・所轄の消防出張所の協力を求め、今後も休館日を利用し

た全員参加の避難訓練・応急救急訓練を行います。 

 

Ｂ 

(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

・誰もが「つながり」を実感かつ実践できるような

地区センターを目指します。 

「地区センターとは、①活動拠点にするところ、②事業に参加

するところ、③情報を発信・収集するところ、④サービスを受

けるところ、」の 4つのコンセプトを掲げ、その実践に努めま

した。 

・地域が高齢化する中で、高齢者の居場所づくり及び、小

中学校生徒が安心して居られる場所づくり、といった観

点からの運営も行います。 

・地域情報を町内会や地区社会福祉協議会、小中学校とも

連携を取り情報の共有を行います。 

 

 

 

 

 

Ａ 
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イ 利用促進策 

・図書利用者のリクエスト方法を改善し（ 

ノート記入方式から投稿方式に変更）、よ 

り多くの購入要望に対応します。 

・利用時間枠を細分化（ex.夜間利用の 2時間枠設定）

します。 

・図書のリクエストを、ノートへの記入方式からカード投稿方

式に変更し、よりしやすいようにしました。 

・貸し出し冊数は前年度比９３.４％でした。 

・当日利用であれば開いている部屋の利用時間を 1時間単位で

借りられるようにしました。 

 

・図書情報の案内を掲示し、前年度を上回る実績を目指し

ます。 

 

・利用者間で十分納得してもらえるような体育室の柔軟な

利用を目指します。 

 

 

Ｃ 

キ 本市重要施策に対する取組 

・子育て支援団体の広報を改善（①専用フ 

ァイル、②掲示板スペースの確保等）します。 

・小中学生の放課後の健全な居場所づくりに努めま

す。 

・プレイルームの育児関連広報スペースを充実させ、子供向け

配架スペースを確保しました。 

・大型遊具をリニューアルしました。 

・夏休みを控え、勉強の場、交流の場として地区センターウエ

ルカム広報を実施しました。 

・地元中学生に職業体験の場を提供しました。 

・子育て支援関連の自主事業の拡充をします。 

 

 

・地域の小中学校との協働事業を更に推進します 

 

 

Ｂ 

ク アイデア提案を募った項目（該当施設）    

(5) 自主事業計画 

・自主事業（文化祭）への参加を近隣（小学校、地

域ケアプラザ等）へ拡大します。 

・カラオケ・サークルによるカラオケ大会を実施し

ます。 

・地域密着型の自主事業を企画しました。 

・日頃、体育室ご利用の卓球グループによる卓球大会を企画し

ました。 

・餅つき大会に地元の「郷土芸能保存会」、「バトンチーム」

に参加をしてもらいました。 

・カラオケサークルによるカラオケ大会を開催しました。 

・文化祭に地元中学校から参加をしてもらいました。 

・更に斬新性、地域性のある事業を展開します。 

例：ふるさと再発見散策事業、地産地消を取り入れた

事業、地域の学校とのコラボなど。 

 

 

 

Ａ 

【数値目標】 

自主事業収入：前年度比５％増 

・２８年度の自主事業収入は前年度比９５％でした。 ・自主事業については、地域ニーズを踏まえた幅広い年代

の参加を目指した事業展開を行い収入増を目指します。 

Ｃ 

(6) 施設の維持管理計画    

・安全・安心・快適にご利用いただけるレベルを保ちま

す。 

・年間管理計画に基づき、着実な維持管理を 

実施します。  

・道路境界植栽について、スタッフによる四半期ごとの

剪定実施により、歩行者･自転車の安全を確保します。 

・まずは館内の清掃、片付けの徹底を図りました。 

・お客さまが快適に安心してご利用いただけることを第一に、

計画性ときめ細かい配慮による施設の維持管理に努めまし

た。 

・周囲の垣根、柵については施設で修繕を実施しました。 

・春先、夏場、秋口には敷地から歩道側に出た植栽について、

施設で剪定を行いました。 

・館内巡視の徹底、「館を清潔に保つことが接客の基本」

の意識を統一します。 

・部屋の交代時の清掃確認を確実に行います。 

・始業時の館の周囲の点検確認を行います。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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【数値目標】 

年間利用者数：前年度比２％アップ 

・第３四半期時点で対前年比１０３％を達成しています。   

職員育

成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

・多様化するニーズに適切に対応できるスタッフの

育成に向けて、実務研修により全体的に職務能力

をアップします。 

・正規雇用のスタッフ以外のＯＢスタッフを臨時に

雇用できる体制を確保し、緊急時･繁忙期に対応で

きるようにします。 

・多様化するニーズに適切に対応するため、以下の４点を主題

にＯＪＴを実施した。 

①笑顔で、ていねいな言葉づかいができる。 

②お客さまとの約束を守り、迅速に対応や手続ができる。 

③業務に関する知識を深め、わかり易い説明ができる。 

④おもてなしの心をもって接することができる。 

・スタッフＯＢによる緊急時バックアップ体制を整えました。 

・外部研修や職場研修を通じ、職員の更なるスキルアップ

図ります。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 ・休館日を利用したミーテイングで全員に徹底しました。 

 個人情報に関するスタッフの認識は統一されています。 

・年間計画に基づき、個人情報に関する研修を全員に行い

ます。 

 

 

Ｂ 

・図書カード登録時の紙情報の廃棄 ・個人情報の厳正な保管と散逸防止に努めました。  Ａ 

【数値目標】苦情件数：年間１０件以下 ・“お客さまからのご意見”を施設のより良い運営のための貴

重なご意見として幅広く受け止め、どんな些細なご意見でも

スタッフ全員が「業務連絡簿」で共有しました。 

“苦情件数” ９件 

・お客さまからのご意見を積極艇に受け止め、誠実に耳を

傾けます。 

 

Ａ 

財務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

・共用スペースのＬＥＤ化を計画的に進めます。 

・徹底した直営化に努め、その経費として年間積算額１００万

円を目標としました。 

（トイレ鍵修理２か所、体育室換気口修理２か所、倉庫２か

所改善、ロビーレイアウト改善等）１００万円超 

・ノウハウの蓄積を一層図っていきます。  

Ａ 

(7)ア 収入計画の考え方    

イ 増収策 

 ・料理室等低稼働率スペースの利用促進に努めます。 

・カラオケ使用料の徴収を検討します。 

・隣接する大学の学生が行う料理教室と協働しました。 

・隣接する町内会が実施する寺小屋料理教室を誘致しました。 

・カラオケ使用料の徴収可否等について検討しました。 

・料理室の稼働率アップについて、他の地区センターの状

況を調査しつつ、利用増に向けて検討します。 

 

・引き続きリース会社、他の施設状況を調査し検討します。 

 

Ｃ 

ウ 支出計画 

・エレベーター等の部品交換計画を「５年計画」で

策定し、効率的･経済的に支出をします。 

・最小人数による効率的な運営とマンパワーによる最高のお客 

様満足度が両立するよう運営に取り組みました。 

・開設後２０年を超えて施設の老朽化が目立つため、徹底した 

・修理箇所の順位付けを行い、効果的な支出を目指します。  

Ｂ 
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館内巡視で、早期の不具合箇所発見と対応を実施しました。 

(4)カ ニーズ対応費の使途（地区センターのみ）    

・地域活性化や利用者団体支援というソフト面に重

点を置いた支出を促進します。 

・老朽化した備品を計画的に更新します。 

・ニーズ対応費の趣旨を踏まえ、お客さまの利便性・快適性の

向上につながるものに支出しました。 

・引き続き、ニーズ対応費の趣旨に即し、お客さまの利便

性・快適性の向上につながるように支出します。 

 

Ｂ 

【数値目標】 

維持管理費：前年度比：±０ 

・前年度比８．４％減 ・引き続き効率的で快適な維持管理に努めます。 
 Ｃ 

【数値目標】 

利用料金収入：前年度比：０．５％増 

・前年度比０．７％増 ・空き状況の提供を速やかに行い、空室の利用促進に努め

ます。 

Ａ 

その他 

（上記
４つの
視点以
外の項
目があ
れば追
記） 

・目標設定の視点に基づく目標を記載 

 

 

 

 

   

利用者

等の意

見 

利用者等の意見の把握方法 

主な意見、要望 

・窓口対応での把握、ご意見箱、利用者会議報告書

への書込み、自主事業後のアンケート。 

・調理室に仮のゴミ入れを置いてほしい。 

・2階会議室の素通しのガラス窓に目隠しを設置して

ほしい。 

・体育室の温度が高い。 

意見、要望に対する対応 

 

 

 

・すべて実施済み。 

 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


